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第０００７号  平成２４年１１月発行 

 新病院基本設計業務プロポーザルを行い、審査委員会による審議を経て最優秀提案者を選定し、

１０月２９日に契約を締結しました。今後、この提案内容を基に基本設計・実施設計を行い、 

平成２５年の新病院建設工事の着工に向けて進めていきます。  

 １１月４日（日）には、病院祭に合わせて駅前に新病院開院をお知らせする看板も設置し、 

地域の方々に向けてもご案内を行って参ります。 

 新病院は一般病床 400 床の急性期病院

として、救急医療の充実、がん、脳卒中、

急性心筋梗塞、糖尿病、周産期・小児医療、

災害医療への対応が可能な病院を目指し

ています。 

新病院開院に向け、地域の方々にはご理

解とご協力を切にお願い申し上げます。 

桑名市総合医療センターは、患者様にとっても職員にとっても“魅力ある病院”

を目指し、新病院構築をすすめて参ります。 

①患者様を中心とした病院づくりを行います 

②急性期医療を提供できる質の高い診療機能の実現を目指し取組みます 

③地域完結型医療に向けた取り組みを図ります 

④職員が働きやすく魅力ある病院づくりを行います 

⑤効率的な経営による持続可能で安定した医療を提供できる体制を作ります 

 

糖尿病対策を世界にひろめるため、国連決議によって定められた世界糖尿病デーにあたる１１月

１４日を含む週を全国糖尿病週間として各地で様々なイベントが行われています。当院でも糖尿病

療養指導委員会を中心に糖尿病週間イベントを開催致します。 

ご参加お待ちしております。 

 

日時：平成２４年１１月１６日（金） 

内容：①１０:００～ 北玄関通路にて  ＊無料  

☆健康相談コーナー 健康チェック、生活指導、展示（糖尿病食のご案内など）など 

    ②１１:００～ 外来棟３階図書室にて  ＊参加費１０００円（食事代込） 

      ☆糖尿病教室 『食事療養セミナー』を開催します。 

バイキング形式で食事を選び、栄養バランスなどを学びます。 

     ＜予約制＞ 電話 22－7111へお電話ください。＊定員になり次第締め切ります。 

     

           

 

新病院イメージ図 鳥瞰図 
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漢方外来の紹介をさせていただきます。漢方外来は毎週水曜日の午前中または金曜日の午後に初

診の受付をしています。 

漢方外来では、中医学に基づいて、漢方薬を処方させていただいています。 

中医学は、紀元前４世紀前後に書かれた黄帝内経という古代の医学書を基本にして体系化された医

学です。中医学が生まれた地域では、自然の恵みが豊かで、自然を改良する必要が少ないため、西

洋に比べると自然科学の発達が遅れました。そのため、自然科学に基づいて人体や病気を客観的に

とらえ治療する西洋医学とは異なり、中医学は、人間の心身のバランスを主観的にとらえ、そのバ

ランスを調整することで健康を維持するという予防医学として発達しました。 

中医学で基本となる概念は、黄帝内経に書かれている陰陽五行説です。陰陽五行説では、自然も

人間も、陰陽の対立と、木・火・土・金・水（肝・心・脾・肺・腎）の５つの要素（五行）からな

り立つと考えます。そして、陰陽五行のバランスが良ければ、健康を維持出来ると考えます。 

陰陽五行説では、人間の体を動かしている生命エネルギーを陽気といい、人間の身体を構成する

栄養成分、水分、生命エネルギーのもとになる物質を合せたものを陰液と呼びます。 

そして、陽気を陽、陰液を陰と考え、陰陽が過不足なく、バランス良く保たれることで健康を維持

できると考えます。 

中医学における人間の体の五行の肝・心・脾・肺・腎は西洋医学の同名の臓器を意味するのでは

なく、相互に関係の深い一連の機能を表します。肝は主に肝臓、胆嚢、筋肉、生殖器、眼、自律神

経などの機能を表し、心は主に心臓、循環器系などの機能を表し、脾は主に消化管、膵臓、脾臓な

どの機能を表し、肺は主に呼吸器系、皮膚、甲状腺などの機能を表し、腎は主に泌尿器、生殖器、

副腎、脳脊髄、眼、耳、骨、自律神経などの機能を表します。五行のそれぞれの要素について陰陽

（陽気と陰液）があり、陰陽に過不足があると、その要素のいずれかの機能で異常がおきやすくな

ります。 

中医学は陰陽五行のバランスを整えて、病気になりにくい状態を作るための総合的な健康法であ

り、その手段として漢方治療も含まれています。 

陰陽五行のバランスがくずれる原因として、生来の体質や性格、生活習慣、環境の影響、ストレ

ス、加齢などがあります。 

中医学では、生来の体質と性格には関連があり、五行のうち陰陽の過不足が生じやすい要素は、

人によって一定の傾向があると考えられています。人間の感情の中で、怒・喜・思・（悲、憂）・（驚、

恐）は、それが過ぎて制御できなくなると、それぞれ、肝、心、脾、肺、腎の陰陽のバランスがく

ずれ、過不足が生じると考えられています。人によって、現れやすい感情に一定の傾向があるため、

五行のうち陰陽の過不足の生じやすい要素にも一定の傾向が生じます。健康に暮らすためには、感

情を安定させることが大切になります。 

仕事や運動は、陽気と陰液を消費し、休養や睡眠は、陽気と陰液を補うので、仕事、運動、休養、

睡眠のバランスの良いことが大切です。また、食事の内容や過不足も陰陽のバランスに影響を与え

ます。 

人体の陰陽五行は、環境の影響を受けて変化します。例えば、寒いときは、体内の熱が体外に放

出され、陽気を失います。特に体質的に弱い臓器が冷えて陽気を失うとその臓器の機能が悪くなり

ます。例えば、のどの弱い人はのどを冷やすとその部分の陽気を失い、免疫機能が低下して、咽頭

炎などを起こしやすくなります。逆に暑いときには、陽気が増加して、代謝が亢進し、陰液を消耗

します。陰液を消耗すると、皮膚や気道からの水分蒸発による体温の調節ができなくなり、熱がで

るようになります。このような状態を、中医学では陰虚火旺と呼んでいます。熱中症は、陰虚火旺

が極まった状態です。湿気や乾燥もそれぞれ、陰陽のバランスを変化させます。 

ストレスで情緒が不安定になると、自律神経の中の交感神経が優位になります。交感神経が緊張

した状態では、代謝が亢進し、陽気や陰液が消費されます。逆にリラックスした状態では、自律神

経の中の副交感神経が優位になり、陽気や陰液が蓄えられます。 
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心臓友の会とは・・・ 
心臓友の会は、心臓に疾患をもってみえる患者様やそのご家族、医師や医療スタッフとの親睦、交流

を深め、医療関係者と患者様同志で心臓の病気について、ご自身の経験談などを気軽にお話できる場

を作ることを目的として平成１７年に発足しました。 

現在８０名以上の会員の方たちと共に様々な活動を行っています。 
 

交流会が行われました 
１０月５日（金）に心臓友の会交流会が行われました。今回もお天気に恵まれ、２４名の方にご参加

いただき、職員 5名と共に、常滑へ行ってきました。 

今回は、ろくろ回しに挑戦し、オリジナルの湯飲みや茶碗を作りました。思ったような形になかなか

ならず、スタッフの方の力を借りながらでしたが、楽しみながら作ることができました。 

昼食は、まるは食堂にて名物の海老フライなどを食べながら、会員の方による催し物や、職員が考え

たクイズ大会を行いました。病院に関することから、院長先生のプライベートまで様々なクイズが出

題され、正解が発表されると会員の方からは驚きの声があがることもありました。 

食事の後はセントレアを散策し、無事に桑名に帰ってきました。 

心臓友の会ではこの様な楽しい企画をいろいろ計画しています。少しでも興味をもたれた方はお気軽

に心臓友の会事務局までお問い合わせください。 

心臓友の会事務局 TEL０５９４－８２－６８８９（桑名南医療センター地域連携室内） 

人間は、壮年期をすぎると、加齢とともに、五行の中の腎の陰液や陽気が不足する状態になって

きます。このような状態を腎虚といい、足腰に力が入りにくい、排尿困難、自律神経失調、腰痛、

思考力の低下、性欲の減退などの症状がでるようになります。また、腎虚につづいて五行の他の要

素でも陰液や陽気が不足してきますので、若い時に比べると休養が余分に必要になってきます。歩

くことは、腎の陽気と陰液を補う効果がありますので、ふだんから、無理をしない範囲で歩くこと

は、老化の予防になります。陰液や陽気が不足した場合は、陰液や陽気を補うタイプの漢方薬を飲

んでいただくのもひとつの方法です。十全大補湯、補中益気湯、帰脾湯、八味地黄丸などが代表的

な方剤です。 

漢方外来では、中医学の診察方法である問診、脈診、舌診、腹診等や必要に応じて西洋医学的な

検査を行い、陰陽五行の過不足を出来る範囲で評価し、陰陽五行のバランスが整い、健康に暮らせ

るようにお手伝いをさせていただきます。基本的には、五行の要素のいずれかの陰液や陽気が不足

する場合は、それらを補うような漢方薬、陰液や陽 

気が過剰になっている場合は、それらを抑制するよ 

うな漢方薬を使用することになります。 

体質を改善したい人、健康に不安のある人などは、 

ご相談ください。また、関節リウマチや膠原病など 

の自己免疫疾患と自閉症の患者様に対しては、漢方 

薬と治療用のハーブティを併用した治療を行ってい 

ますので、お困りの方は、ご相談ください。 

会員の方による催しの様子→ 

 

院長先生もろくろ 

回しに挑戦→ 

職員も一緒に楽

しむことができ

ました！！ 

＜漢方外来＞ 

水曜日  ９:００～１３:００（併診） 

金曜日 １４:００～１６:００（予約制） 
 

＊金曜日は予約制です。 

ご予約は平日の 14時～17時に 

☎0594‐22‐7111へお電話ください。 

桑名南医療センター心臓友の会より 
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桑名地区病診連携パスの運用が開始されました 

桑名市総合医療センター 地域医療室  

 

 
桑名東医療センター（旧山本総合病院） 

   住所 三重県桑名市寿町三丁目１１番地 

 電話 ０５９４－２２－１２１１（代表） 

   FAX ０５９４－２２－９４９８（代表） 

  ＜地域医療室＞ 電話 ０５９４－２２－２１１０ 

FAX ０５９４－２２－２１６６ 
 

桑名西医療センター（旧桑名市民病院） 
住所 三重県桑名市北別所４１６番地１ 

   電話 ０５９４－２２－７１１１（代表） 

FAX ０５９４－２４－１５０６（代表） 

  ＜地域医療連携室＞ 電話 ０５９４－２２－７２０８ 

             FAX ０５９４－２４－１５８１ 
 

桑名南医療センター（旧桑名市民病院分院） 
     住所 三重県桑名市中央町一丁目３２番地１ 

   電話 ０５９４－２２－０６５０（代表） 

   FAX ０５９４－２２－５６０８（代表） 

  ＜地域連携室＞ 電話 ０５９４－８２－６８８９ 

               FAX ０５９４－２２－５７７１ 

地方独立行政法人 桑名市総合医療センター 

 

◆シャトルバスをご利用ください◆   ＊桑名駅と３病院の間を循環しています。 
＊始発は桑名駅 8:00発、最終は桑名駅 16:00発（桑名西医療センター終着） 

＊午前最終は桑名駅 11:30発、南医療センター11:33発、東医療センター11:38発、西医療センター11:50 

発（桑名駅終着）です。午後の始発は桑名西医療センター12：50発です。 

 
桑名駅（毎時 00分、30分） 桑名南医療センター（毎時 03分、33分） 

桑名西医療センター（毎時 20分、50分） 桑名東医療センター（毎時 08分、38分） 

約３分 

約１２分 

約５分 約１０分 

桑名市総合医療センター 

＜基本理念＞  最良の医療を提供し、地域の皆さまから信頼され必要とされる病院を目指します。 
 

＜基本方針＞  ① 患者さまを中心に考え、真心・思いやり（忠恕）の医療を提供します。 
         ② 医療の水準と質の向上に努め、安全性を確保します。 
         ③ 地域の皆さまに安心していただける中核病院としての責任を永続的にはたします。 
         ④ 患者さまおよび職員にとって魅力ある病院をつくります。 

＜桑名西医療センター＞  
 

～当院に受診されていない方も、興味のある方はどなたでもご参加ください。～ 
 

      ※月 1回第 3または第 4木曜日に開催しています。 

日 時：１１月１６日（金）１１：００～１４：００ 糖尿病週間イベント 

テーマ：食事療養セミナー ＊バイキング形式で栄養を学びます。 

参加費：１０００円（昼食代込み） 

       ＊予約制です。ご希望の方は０５９４－２２－７１１１（代表）へお電話ください。 
        

   ※偶数月の第一火曜日に開催しています。  

日 時：１２月４日（火）１３：００～１６：００ 

テーマ：脂肪肝について ＊１２月は特別に体成分測定を行います。 

参加費：６３０円 

       ＊予約が必要です。ご希望の方は０５９４－２２－７１１１（代表）へお電話ください。 
  

日 時：１１月２０日（火）１３：３０～１５：００ 

テーマ：減塩食つくりの工夫 ＊減塩食の試食があります 

参加費：８００円 

       ＊予約制です。ご希望の方は０５９４－２２－７１１１（代表）へお電話ください。 

【法人事務局】住所 三重県桑名市寿町三丁目１１番地 

 電話 ０５９４－２２－12１１（桑名東医療センター代表） 

 


